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平成21年度　施政方針
■
少
子
高
齢
化
対
策

「
保
育
体
制
等
の
確
保
」

　

従
来
か
ら
保
育
所
へ
の
待
機

児
童
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
弾

力
的
な
受
入
れ
や
必
要
な
財
政

措
置
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

保
育
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
保
育
体

制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
留
守
家
庭
の
子
ど
も

を
預
か
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

時
間
を
、
１
時
間
延
長
し
、
午

後
６
時
ま
で
と
し
ま
す
。

「
健
診
・
医
療
の
助
成
」

　

妊
婦
一
般
健
診
の
助
成
は
、

経
済
的
な
負
担
軽
減
と
安
心
安

全
な
出
産
環
境
を
整
え
る
た
め
、

現
在
の
５
回
か
ら
14
回
に
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
医
療

制
度
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

無
料
と
し
ま
す
。

「
健
康
・
福
祉
対
策
」

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
や
母
子
保
健
事
業
を
通
じ
、

様
々
な
育
児
不
安
を
解
消
し
ま

す
。

　

ま
た
、
広
島
市
と
周
辺
町
が

連
携
し
、
夜
間
に
発
症
し
た
重

症
患
者
な
ど
が
救
急
搬
送
さ
れ

る
医
療
機
関
の
受
入
れ
体
制
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

「
認
知
症
等
へ
の
対
応
」

　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に

引
き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
新

た
に
認
知
症
高
齢
者
本
人
や
家

族
を
地
域
で
支
援
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
が

予
定
さ
れ
る
障
害
者
自
立
支
援

事
業
は
、
引
き
続
き
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

障
害
者
の
社
会
復
帰
や
社
会
参

加
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に

授
産
施
設
等
へ
の
交
通
費
助
成

制
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
引

き
続
き
、
利
用
者
本
位
の
生
活

支
援
に
努
め
ま
す
。

■
定
住
・
交
流
対
策

 

「
筆
文
化
・
筆
産
業
の
振
興
」

　

筆
文
化
や
筆
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
に
、
筆
の
里
工
房
の

機
能
を
充
実
し
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
来
館
い
た
だ
け
る
よ
う
、

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用

し
た
特
別
展
示
室
の
増
築
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
空
調
機
器
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
や
坂
面
大
池

の
堤
の
防
護
柵
設
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
筆
事
業
協
同
組
合
が

行
う
筆
職
人
後
継
者
育
成
事
業

や
筆
の
日
実
行
委
員
会
へ
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

「
観
光
・
交
流
の
充
実
」

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
、

優
れ
た
歴
史
文
化
を
生
か
し
て
、

定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
一
層
の
情
報
発

信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
電

熊
野
営
業
所
か
ら
筆
の
里
工
房

ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
試
験

運
行
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
講
座
、
筆
の
里
ツ
ア
ー
の

試
験
実
施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
安
全
安
心
対
策

 

「
県
道
の
整
備
」

　

県
道
の
整
備
促
進
を
、
沿
線

自
治
体
と
連
携
し
、
引
き
続
き

県
に
求
め
ま
す
。
本
町
の
大
動

脈
で
あ
る
県
道
矢
野
安
浦
線
は
、

東
広
島
呉
自
動
車
道
の
整
備
の

進
捗
に
伴
い
交
通
量
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
バ
イ
パ
ス

の
整
備
促
進
の
ほ
か
、
既
存
道

路
区
間
に
お
け
る
交
差
点
や
歩

道
な
ど
の
改
良
を
強
く
働
き
か

け
ま
す
。

「
生
活
道
路
の
整
備
」

　

町
民
の
利
便
性
・
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
町
道
「
深

原
公
園
線
」
、
「
出
来
庭
川
角

中
央
線
」
の
整
備
を
引
き
続
き

進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
町
道

の
改
良
・
補
修
工
事
を
計
画
的

に
行
い
ま
す
。

　

熊
野
北
農
道
の
改
良
工
事
は
、

平
成
21
年
度
内
に
全
体
事
業
が

完
了
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

「
公
共
下
水
道
事
業
」

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
初
神

及
び
新
宮
地
区
の
一
部
、
約
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
予
定
し
、

完
了
後
の
普
及
率
は
約
85
パ
ー

セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

高
金
利
地
方
債
の
繰
上
償
還
を

行
い
ま
す
。

「
耐
震
改
修
の
促
進
」

　

町
内
の
建
築
物
の
耐
震
化
を

促
進
す
る
た
め
、
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
法
に
基
づ
く
「
耐
震

改
修
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

■
教
育
の
充
実

「
新
学
習
指
導
要
領
」

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
、

小
学
校
は
平
成
23
年
度
、
中
学

校
は
平
成
24
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
、
新
年
度
か
ら
理
数
教
育
を

中
心
に
前
倒
し
て
実
施
す
る
た

め
、
必
要
な
教
材
を
整
備
し
、

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
円
滑
な

移
行
を
図
り
ま
す
。

「
学
校
の
耐
震
化
」

　

平
成
20
年
度
か
ら
着
手
し
た

第
三
小
北
校
舎
の
耐
震
化
は
、

平
成
21
年
度
内
に
工
事
が
完
了

す
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、

平
成
22
年
度
の
耐
震
化
に
向
け
、

第
一
小
学
校
及
び
熊
野
中
学
校

の
校
舎
の
一
部
に
つ
い
て
、
耐

震
診
断
等
を
実
施
し
ま
す
。

「
生
涯
学
習
等
へ
の
取
組
み
」

　

青
少
年
健
全
育
成
の
取
り
組

み
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
、
公
民
館
活
動
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
振
興
等
を
通
じ
、

引
き
続
き
「
人
づ
く
り
」
の
一

端
を
担
う
ほ
か
、
図
書
館
図
書

の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。
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施
政
方
針 

平
成
21
年
度

　
　

　

平
成
21
年
第
1
回
熊
野
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
が
平
成

21
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
施
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
政
策
企
画
課
）

町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

「
経
済
情
勢
へ
の
対
応
」

　

米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発

し
た
世
界
的
な
景
気
の
後
退
は
、

企
業
業
績
の
悪
化
に
よ
る
厳
し

い
雇
用
調
整
や
個
人
消
費
の
停

滞
な
ど
、
国
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
経
済
対
策
や
雇
用
対

策
に
関
す
る
国
や
県
の
動
向
も

踏
ま
え
、
平
成
20
年
度
補
正
予

算
と
も
連
動
し
た
当
初
予
算
を

編
成
し
、
町
民
の
雇
用
や
生
活

を
守
る
効
果
的
な
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

景
気
の
後
退
は
、
町
財
政
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、

財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
も
十

分
に
配
慮
し
ま
す
。

「
地
方
分
権
へ
の
対
応
」

　

本
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
、
住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
県
か
ら
の
事
務
・

権
限
の
受
入
れ
を
計
画
的
に
進

め
て
お
り
、
本
年
4
月
か
ら
は

福
祉
事
務
所
を
設
置
し
、
生
活

保
護
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

業
務
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
一

般
の
「
市
」
と
同
様
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
町
民
に
提
供
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

分
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
行

政
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、

職
員
の
能
力
や
資
質
の
向
上
に

一
層
取
り
組
む
と
と
も
に
、
財

政
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

本
町
で
は
、
従
来
か
ら
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

　

裾
野
が
広
い
自
動
車
産
業
の

不
況
が
、
地
場
企
業
や
町
民
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
、

マ
ツ
ダ
車
を
購
入
し
ま
す
。

「
地
域
産
業
の
促
進
」

　

熊
野
町
雇
用
促
進
協
議
会
が

実
施
し
て
き
た
「
地
域
提
案
型

雇
用
創
造
促
進
事
業
」
が
平

成
20
年
度
末
に
満
了
す
る
た

め
、
新
た
に
町
内
の
就
職
希
望

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
引
き

継
ぐ
「
熊
野
町
就
業
促
進
セ
ン

タ
ー
」
を
熊
野
町
商
工
会
に
設

置
し
ま
す
。

「
生
活
者
対
策
」

　

定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援

特
別
手
当
を
、
平
成
21
年
度
の

早
い
時
期
に
、
支
給
開
始
で
き

る
よ
う
諸
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
住
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

 

「
地
域
協
働
」

　

地
域
住
民
や
シ
ニ
ア
世
代
の

社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
自
主

的
で
公
益
的
な
活
動
を
行
う
グ

ル
ー
プ
や
団
体
等
に
対
し
て
、

公
募
に
よ
り
、
活
動
費
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

「
人
」
の
資
源
は
、
他
の
資
源

の
不
足
を
補
い
、
余
り
あ
る
も

の
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
非
営
利

活
動
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯

学
習
な
ど
、
町
民
主
体
で
、
広

範
か
つ
多
彩
に
行
わ
れ
て
い
る

諸
活
動
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

筆
文
化
や
筆
産
業
と
い
う
、
比

類
の
な
い
極
め
て
個
性
的
な
資

源
を
継
承
し
て
き
た
の
も
、
や

は
り
「
人
」
で
す
。

　

本
町
の
優
れ
た
人
的
資
源
を

再
認
識
し
、
そ
れ
に
磨
き
を
か

け
、
ま
ち
の
隅
々
ま
で
温
か
い

血
脈
が
通
じ
る
よ
う
な
、
元
気

で
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
町

民
と
と
も
に
着
実
に
推
進
し
ま

す
。

平
成
21
年
度
予
算
に
お
け

る
重
点
施
策

■
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策

　

及
び
生
活
者
対
策

 

「
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
」

　

離
職
者
等
に
対
し
て
、
緊
急

に
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、
公

園
・
緑
地
の
管
理
業
務
を
行
い

ま
す
。

　

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
添
っ

た
、
よ
り
柔
軟
な
施
設
運
営
を

行
う
た
め
、
西
部
地
域
健
康
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
委
ね
る
な
ど
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
団
塊
世
代
」
の
定
年
後
の

人
生
設
計
を
支
援
し
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
成

す
る
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

「
総
合
計
画
策
定
」

　

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
む
た
め
、
自
治

会
単
位
に
懇
談
会
を
開
催
し
、

町
民
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
施

策
や
事
業
に
反
映
し
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
整
備
」

　

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
主
要
拠
点
で
あ

る
町
民
会
館
の
空
調
機
器
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、
集
中
豪
雨

に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
「
冒
険
公
園
」
を
、
三
世
代

が
憩
え
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て
整
備
し

ま
す
。


